
令和５年度の複合的な広報の実施について

令和5年10月23日
第2回群馬支部評議会

資料3



令和５年度の複合的な広報の実施について

• 群馬支部の課題は、「血圧リスク保有率の高いこと」、「インセンティブ制度の認知度が低いこと
（特に評価項目の一つである特定保健指導の実施率の低いこと）」である。

• これらの課題への対策を群馬支部における令和5年度の重点事業として位置づけ、啓発と行動変容を
促すことを目的に複合的な広報を実施する。

• 広報期間は令和5年10月頃～令和6年3月の予定

1.実施目的

2.実施事項

3.実施スケジュール

• 令和4年度に分析した支部課題（血圧リスク保有率が高いこと及びインセンティブ制度の認知度が低
いこと）について、加入者への周知を図るとともに、より効果的な広報により、加入者の行動変容
に結び付けるために共通のコンセプト（世界観、登場人物、演出、音楽、ストーリー等）で様々な
媒体を連動させた統一感のある広報を行い、健康づくりの啓発を行う。

ポイント① 統一感のある広報

ポイント② ターゲットに合わせた広報

• 広報媒体は、WEB広告とラジオを必須とする。
（必須の理由としては、本事業を実施するにあたり、事前に複数の専門業者と意見交換をしたところ、

WEB広告はターゲットを絞って配信ができ効果測定ができること、ラジオは群馬県において車の
利用が多いため、ラジオを聞く機会が多いということから、効果的な広報媒体として必須媒体とし
ている。）

• その他の広報媒体は特に問わず、限度額の範囲内で複数の広報媒体を組み合わせるなどして効果的
な広報の企画立案を専門業者より提案してもらう。
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参考①

インセンティブ制度に係る令和３年度実績について（群馬支部）

項目 順位

1 特定健診等の実施率 34位

2 特定保健指導の実施率 42位

3 特定保健指導対象者の減少率 42位

4
医療機関への受診勧奨を受けた要治療者の

医療機関受診率
29位

5 後発医薬品の使用割合 7位

５つの評価指標

令和3年度
群馬支部

健康保険料率は都道府県単位で決定しており、保険料率の違いは、都道府県ごとの加入者様1人当たりの医療費の違いによ
るもの。都道府県の医療費が下がれば、その分、保険料率も下がることになる。

平成30年度から導入されたインセンティブ制度により、加入者及び事業主の皆様の健康づくりに関する取り組みにインセン
ティブが付与され、保険料率の引き下げにつながる。

令和3年度実績では、群馬支部は残念ながらインセンティブを得ることはできなかった。（令和3年度実績は、上位23支
部にインセンティブが付与され、令和5年度保険料に反映される。）
令和4年度実績からは上位15支部がインセンティブの対象となる。
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参考②

広報展開の全体イメージ
• ラジオドラマを中心に、ターゲットや訴求内容に応じた各種媒体を活用
• 情報への接点を増やし、異なる関心層へ多角的なアプローチをおこなう

ラジオ番組 特設サイト・WEB広告 ポスター・リーフレット

ラジオドラマとインフオマーシヤ
ルPR を含んだラジオ番組を展開

各情報をまとめて閲覧できる特設サイ
トの制作と、特設サイトに誘導するた
めのWEB広告を実施

各加入事業所や被保険加入者におい
て、目に留まり手に取って情報を得られる
よう、ポスターとリ一フレットを制作

ビジュアルイメージ（案）

3



参考③
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参考④

進行スケジュール
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